
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

２０２５年８月２５日(月) 

２３８９号 

被
爆
８０
年
を
迎
え
る
原
水
爆

禁
止
世
界
大
会
は
、
４
日
～
６
日

広
島
、
７
日
～
９
日
長
崎
で
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
私
は
長
崎
の
大
会

に
参
加
し
ま
し
た
。
原
水
禁
世
界

大
会
は
２
度
目
、
長
崎
は
初
め
て

で
し
た
。 

 

一
日
目
、「
被
爆
８０
年
長
崎
の

つ
ど
い
」
で
は
、
田
中
熙
巳
さ
ん

の
証
言
の
後
、「
長
崎
の
被
爆
者

運
動
の
歴
史
と
被
爆
者
の
た
た
か

い
」
で
の
５
名
の
方
の
、
苦
難
を

乗
り
越
え
証
言
を
続
け
た
被
爆
者

の
方
々
に
涙
が
止
ま
り
ま
せ
ん
で

し
た
。
同
時
に
参
政
党
の
候
補
者

の
「
核
武
装
安
上
が
り
発
言
」
へ

の
怒
り
が
湧
い
て
来
ま
し
た
。
真

摯
に
被
爆
者
の
証
言
を
聞
く
べ
き

と
。 ニ

日
目
の
分
科
会
は
ガ
ザ
住
民

支
援
の
緊
急
企
画
と
、
フ
ォ
ー
ラ

ム
「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で
公
正

な
世
界
の
た
め
に
」
に
参
加
し
ま

し
た
。
市
民
運
動
を
広
げ
る
こ
と

の
大
切
さ
を
、
改
め
て
思
い
ま
し

た
。
午
前
は
原
爆
資
料
館
、
平
和

公
園
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。
原
爆

資
料
館
で
田
中
熙
巳
さ
ん
に
偶
然

お
会
い
し
て
、
写
真
を
撮
っ
て
も

ら
い
ま
し
た
。
宝
物
で
す
。 

 

三
日
目
は
、
長
崎
デ
ー
集
会
。

す
ご
い
数
の
海
外
ゲ
ス
ト
に
、

８０
年
と
、
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
受

賞
の
重
み
を
感
じ
ま
し
た
。
高
校

生
の
被
爆
者
署
名
の
取
り
組
み
に

未
来
を
感
じ
、
引
き
継
ぐ
責
任
に

身
が
引
き
締
ま
り
ま
し
た
。
代
表

派
遣
し
て
い
た
だ
き
、
感
謝
で
い

っ
ぱ
い
で
す
。 

亀
井 

明
子 

         

広
島
被
爆
８０
年
の
８
月
６
日
、

第
１５
回
「
か
ら
ほ
り
ピ
ー
ス
フ
ェ

ス
タ
」
を
開
催
し
ま
し
た
。 

８
時
に
妙
徳
寺
に
集
合
し
、
大

阪
宗
教
者
平
和
協
議
会
の
佐
野
彰

義
理
事
長
が
挨
拶
。
「
戦
後
８０
年

の
間
、
憲
法
を
持
つ
日
本
は
、
戦

争
で
一
人
も
殺
し
て
い
な
い
」
と

強
調
、
７
月
２０
日
の
参
議
院
選
挙

に
触
れ
、
「
日
本
を
戦
前
に
戻
す

動
き
が
あ
る
中
で
私
た
ち
の
運
動

は
益
々
大
事
に
な
っ
て
き
て
い

る
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。
原
爆
投

下
の
時
刻
８
時
１５
分
に
お
祈
り

を
し
た
あ
と
、
順
番
に
鐘
を
つ
き
、

そ
の
後
に
本
堂
で
高
木
住
職
の
お

話
を
聞
き
ま
し
た
。 

１１
時
か
ら
と
１４
時
３０
分
か
ら

の
２
回
、
谷
町
劇
場
で
、
朗
読
劇

「
父
と
暮
ら
せ
ば
」
を
劇
団
大
阪

の
ご
好
意
で
（
無
料
）
上
演
さ
れ
、

１０４
名
が
観
劇
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
鐘
つ
き
に
来
ら
れ
た
方

は
８８
名
（
こ
ど
も

31

人
含
む
）

で
、
保
育
園
か
ら
先
生
と
一
緒
に

参
加
さ
れ
た
子
ど
も
た
ち
は
、
ガ

ザ
の
子
ど
も
た
ち
の
写
真
を
見
な

が
ら
先
生
か
ら
説
明
を
受
け
て
い

ま
し
た
。
一
人
の
子
が
「
お
母
さ

ん
は
い
な
い
の
？
ど
う
し
て
？
」

と
質
問
す
る
場
面
も
あ
り
ま
し

た
。 ま

た
、
空
堀
商
店
街
入
口
と
、

劇
場
入
口
、
妙
徳
寺
境
内
の3

か

所
で
核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准

を
求
め
る
署
名
、
増
税
反
対
の
２

つ
の
署
名
も
取
り
組
み
、
合
計

194

筆
、
同
時
に
３
万
３
３
１
円

の
被
爆
者
支
援
募
金
が
寄
せ
ら

れ
ま
し
た
。 

 
 
 

吉
田
一
江 

    

 
 

 

    

 

ス
ピ
ー
チ
は
天
王
寺
九
条
の
会

の
森
田
敏
彦
さ
ん
、
遺
族
の
会
か

ら
は
大
島
守
さ
ん
、
大
阪
母
親
連

絡
会
か
ら
は
松
永
律
さ
ん
、
そ
し

て
大
阪
平
和
委
員
会
か
ら
は
亀
井

明
子
さ
ん
が
お
こ
な
い
、
「
こ
の

８０
年
間
、
戦
争
で
殺
し
殺
さ
れ
る

こ
と
も
な
か
っ
た
戦
後
を
、
１
０

０
年
、
１
５
０
年
と
続
く
よ
う
に
、

ひ
と
り
一
人
が
考
え
て
行
動
し
よ

う
」
と
呼
び
か
け
ま
し
た
。
通
行

人
の
青
年
か
ら
は
「
見
る
の
は
は

じ
め
て
、
私
に
も
赤
紙
を
く
だ
さ

い
」
「
今
お
こ
っ
て
い
る
戦
争
を

止
め
ら
れ
る
の
は
私
た
ち
、
行
動

を
お
こ
そ
う
。
」
と
幼
児
を
連
れ

た
父
親
か
ら
も
暑
い
支
援
の
声
が

あ
り
ま
し
た
。 

            

沖
縄
連
帯
、
赤
紙
配
り 

赤
紙
を
再
び
配
る
こ
と
の
な
い
よ
う
に 

 

戦
後
80
年
が
１
０
０
年
、
１
５
０
年
と

続
く
よ
う
に
、
み
ん
な
で
伝
え
よ
う 

戦
後
・被
爆
８０
年 

「平
和
の
鐘
」が
空
堀
商
店
街
か
ら
世
界
中
へ 

原
爆
も
戦
争
も
あ
か
ん
、
わ
が
ま
ち
か
ら
声
上
げ
よ
う 

８
月
６
日 

か
ら
ほ
り
ピ
ー
ス
フ
ェ
ス
タ 

 

終
戦
記
念
日
の
８
月
１５
日
、
上

本
町
６
丁
目
交
差
点
で
、
正
午
か

ら
沖
縄
連
帯
行
動
・
赤
紙
配
り
を

平
和
委
員
会
と
母
親
連
絡
会
、
戦

没
者
遺
族
会
が
合
同
で
行
い
ま
し

た
。
暑
い
日
で
し
た
が
２８
名
が
参

加
し
て
赤
紙
を
配
り
な
が
ら
、
戦

争
あ
か
ん
、
戦
争
ス
ト
ッ
プ
、
憲
法

守
ろ
う
、
沖
縄
に
基
地
は
い
ら
な

い
な
ど
と
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

参
よ
う
に
、
ひ
と
り
一
人
が
考
え

て
行
動
し
よ
う
と
呼
び
か
け
ま
し

た
。 

   

被
爆
８０
年―

い
ま
こ
そ
決
断
と
行
動
を 

原
水
爆
禁
止
２
０
２
５
年
世
界
大
会
長
崎
に
参
加
し
ま
し
た 
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  【9 月の行事案内】 

【9月】 

３日(水)第２回理事会 18：00～ 

９日(火)6.9 行動 12：00～上本町６丁目交差点 

11日(木)関西ブロック会議 14：00～ ラボール京都 

16日(火)沖縄連帯行動 12：00～上本町６丁目交差点 

20日(土)大阪平和大会 13：30～大阪府立社会福祉会館 

21日(日)「九条の会・おおさか」講演と交流のつどい 

14：00～ エルおおさか南館 

22日(月)RYU裁判第６回口頭弁論 14：30～ 奈良地裁 

27日(土)革新懇学習企画 13：30～大阪グリーン会館 

猛
暑
続
き
の
８
月
９
日
（
土
）

１０
時
か
ら
１８
時
３０
分
ま
で
ク
レ

オ
中
央
で
、
第
１４
回
天
王
寺
区
平

和
の
た
め
の
戦
争
展
を
開
催
し
ま

し
た
。
展
示
は
「
原
水
爆
禁
止
運

動
の
歴
史
」
戦
争
つ
づ
く
「
ガ
ザ

の
こ
ど
も
た
ち
」
の
パ
ネ
ル
な

ど
、
４
歳
か
ら
９８
歳
ま
で
の
４３

名
参
加
で
実
施
す
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
天
王
寺
戦
争
展
の
開
催

を
長
崎
原
爆
の
日
・
９
日
に
し
た

の
は
初
め
て
で
、
１１
時
２
分
に
黙

と
う
を
捧
げ
、
午
前
中
は
平
嶋
正

さ
ん
の
す
す
め
で
「
経
済
安
保
と

日
本
の
防
衛
・
お
米
と
日
本
の
農

業
」
に
つ
い
て
み
ん
な
で
話
し
合

い
ま
し
た
。

午
後
か
ら
は
講
演
会
「
学
術
会

議
と
軍
事
研
究
」
に
つ
い
て
津
田

康
夫
さ
ん
（
軍
学
共
同
い
ら
な

い
！
市
民
と
科
学
者
の
会
、
大
阪

市
大
の
統
合
問
題
を
考
え
る
会
）

に
話
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ

の
後
に
原
爆
朗
読
劇
を
林
逸
美
さ

ん
、
み
ん
な
で
平
和
の
歌
（
長
崎

の
鐘
、
原
爆
許
す
ま
じ
、
青
い
空

は
）
を
岡
原
さ
ん
の
ハ
ー
モ
ニ

カ
、
吉
井
さ
ん
、
飯
田
さ
ん
の
指

導
で
み
ん
な
で
う
た
い
ま
し
た
。

次
に
新
婦
人
小
組
・
絵
本
の
時
間

の
３
人
の
み
な
さ
ん
に
よ
る
紙
芝

居
「
ち
っ
ち
ゃ
い
こ
え
」（
ア
ー

サ
ー
・
ビ
ナ
ー
ド
作
）
を
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
続
い
て
、
戦
争

体
験
・
学
童
疎
開
を
藤
渓
純
子
さ

ん
（
真
法
院
住
職
）
に
話
し
て
い

た
だ
き
、
戦
争
展
の
最
後
に
ア
ニ

メ
映
画
「
ぞ
う
列
車
が
や
っ
て
き

た
」
を
観
て
閉
会
し
ま
し
た
。
こ

こ
ろ
熱
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

天
王
寺
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

８
月
９
日 

ち
っ
ち
ゃ
い
こ
え
が
た
く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
戦
後
・
被
爆
８０
年
を

つ
く
っ
て
き
た 

「
核
兵
器
な
く
す
力
」は
わ
た
し
た
ち

高
槻
島
本
平
和
委
員
会

祝
園
弾
薬
庫
見
学
ツ
ア
ー
＆
総

会

ア
メ
リ
カ
領
事
館
前
行
動

ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の
支
援
を

や
め
ろ
！
パ
レ
ス
チ
ナ
に
平
和
を
！

７
月
３１
日

１５
人
参
加

７
月
３１
日
、
２１
回
目
と
な
る
ア
メ

リ
カ
領
事
館
前
で
抗
議
行
動
を
大

阪
労
連
、
大
阪
革
新
懇
、
大
阪
原
水

協
、
大
阪
平
和
委
員
会
４
団
体
で
行

い
ま
し
た
。
参
加
者
は
１５
人
で
し

た
。
停
戦
が
破
ら
れ
た
後
、
ひ
ど
く

な
る
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ジ
ェ
ノ
サ
イ

ド
に
「
ア
メ
リ
カ
は
イ
ス
ラ
エ
ル
の

支
援
を
止
め
て
ガ
ザ
へ
の
攻
撃
を

や
め
さ
せ
ろ
」
「
必
要
な
の
は
人
道

支
援
」
と
抗
議
の
ス
ピ
ー
チ
を
行
い

ま
し
た
。

日本平和大会プレ企画 

大阪平和大会 
日時：９月 20日（土）13：30～16：00 

場所：大阪府立社会福祉会館 

報告：地域でのわが町運動の取り組み 

八尾基地 

祝園弾薬庫 

排外主義のなかでのコリアタウン 

自衛隊名簿提供アンケート 

日本平和大会（愛知）に行こう！ 

堺
平
和
の
た
め
の
戦
争
展

８
月
１６
日
・
１７
日

８
月
１６
日
１７
日
の
２
日
間
、

堺
平
和
の
た
め
の
戦
争
展
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
２
日
間
で
延
べ
１

３
０
０
人
の
参
加
で
し
た
。
ロ
ビ

ー
に
は
、
東
百
舌
鳥
中
学
３
年
生

が
制
作
し
た
「
キ
ッ
ズ
ゲ
ル
ニ

カ
」(

ピ
カ
ソ
の
ゲ
ル
ニ
カ
と
同

じ
大
き
さ)

が
展
示
。
子
ど
も
た

ち
の
「
ゾ
ウ
列
車
」
の
合
唱
、

「
堺
の
建
物
疎
開
と
大
空
襲
の

話
」「
戦
後
８０
年
堺
市
民
の
証

言
」
な
ど
堺
な
ら
で
は
の
企
画
。

戦
中
戦
後
の
堺
の
展
示
、
治
安
維

持
法
、
７
３
１
部
隊
、
紙
芝
居
、

自
由
研
究
コ
ー
ナ
ー
な
ど
盛
り
だ

く
さ
ん
。
堺
平
和
委
員
会
は
、

原
爆
展
実
行
委
員
会
と
合
同
で
「
被
団

協
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
お
め
で
と
う
」と

原
爆
パ
ネ
ル
の
展
示
を
行
い
ま
し
た
。 


